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国際人ってなに？？ 
みなさん、こんにちは！ついに 2015 年最後の年！12 月になってしまいましたね！今年一年みなさんにとっ

て、どんな年でしたでしょうか？私にとってはこれからの人生についてよく考えた年となりました！来年は

どんな年になるのか今から不安と期待でいっぱいの私です。さて、今年はテロという悲しいニュースもあり

ましたよね。最近「国際人」という言葉をよく耳にしませんか？国際人と聞いてイメージするのはどんな人

でしょうか？英語が話せる人？2 ヶ国語、3 ヶ国語話せる人？私のイメージはどちらとも違います。もちろ

ん海外の人たちとコミュニケーションを図る上で、その国の言葉が話せるという事はとても大切な事の一つ

だと思います。でも、言葉が話せるからといって本当にその国/人のことを理解していると言えるでしょうか。

私の中の国際人とは、相手の文化や考え方を受け入れ、謙遜しすぎることなく、また奢ることなく同じテー

ブルの上でコミュニケーションができるということだと思います。最近政府も留学を推奨し始めました。た

だ、問題は何の為に留学するのかという根本の知識や教育をもっと強化しなくてはいけないと思うのです。

ただ言語を学ぶ、学ばないと国際人になれない、そういう教育ではなく、言葉を通して、自分と違う様々な

文化、考え方、信仰、生き方、そういうものをどう受け入れて関係を築いていくのか。そのような体験が国

際人への一歩だという教育が必要だと思います。こういう意味での国際人が増えていけば、テロのような悲

しい事件も無くなっていくのではないかと私は考えています。少し真面目な話になってしまいましたが、み

なさんの国際人のイメージはどんなものですか？そんなことを考えながら今年最後の月を迎える Chiko で

す！では、皆様、よいお年をお送りくださいませ！                        Chiko 
 

第 2回 喜多川泰の親学塾 生きる強さを育てる 

11月 8日、喜多川泰の第二回親学塾に行って来ました。この講座はもともと喜多川氏が代表を務める学習塾『聡明舎』（横

浜市瀬谷区と大和市にある小中高生向けの進学塾）で掲げる「生きる力を育てる教育」を行うための保護者向けの講座でし

たが、この講座の評判が高く学校の先生方や他の地域の保護者からも受講したいとの声を受け、2011年から一般向けに全国

で開催されるようになった講座です。親学塾のコンセプトは「大人が楽しく学ぶ機会」。語学力UPにチャレンジする皆さん

にもお役に立つと思い講座内容の概略を小林がレポートして参ります。  

第 2回目の親学塾のテーマは「生きる強さを育てる」。喜多川さんは「今の成績順が、10年後 20年後の幸せ順ではない」

という思いから、生徒には「学習を通して学力向上だけでなく生きる強さを身につけ、一人ひとりに幸せになってもらいた

い」と考え塾を経営しています。自分なりの形の幸せを見つけられるように、一人ひとりが幸せに生きる「生き方の研究」

をしているそうです。しかし、どこまでいっても「生きる強さ」がなければ、幸せになれないのではないか？と喜多川さん

は話します。それでは、生きる強さを育てるためにはどうしたらよいのでしょう。 
今の教育現場を見ていると、周りの大人たちが過度にお膳立てをしたり環境を整えてあげたりしている。例えば幼児が自由

に遊べる場はなくなり、あったとしても地区センター等の公共施設で、そこでは保護者同伴が条件となっている。子どもた

ちの様子を見ているとその内におもちゃの奪い合いになり、見かねた保護者や職員が「○○ちゃん、1つしかないから順番

ね～。『はい、どうぞ』って△ちゃんに渡してあげて♪」と。このように大人が介入することで、子どもたちは自分たちで

解決する能力(生きる強さ)が育たなくなっている。これは良し悪しではなくそういう時代になったということ。このことは

自分に置き換えてみても同様で、こども達に対して自分が手を出した部分は伸ばしてあげられるけれど、自分が手を出した

半面伸びなかった部分も確実にあるだろう。このように喜多川さんは言います。 

それでは逆に幸せという視点から見て、幸福度 97.7％断突 1位の国ブータン(2011年 GNH国民総幸福度調査)を見習えば生

きる強さが手に入るのでしょうか。そこで実際に喜多川さんはブータンに旅行に行きました。正直、最貧国の一つであるブ 
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ータンでの暮らしは、便利さに慣れ親しんだ者にとってはしんどさを感じるものだったそうです。本当にみんな幸せだと感

じているのか？喜多川さんは道行く人々に「あなたは幸せですか？」と聞きました。すると全ての人が「私は幸せです」と

答える。でも彼らと話をしているうちに、たくさんの日本への質問や興味が寄せられ、「日本はいい国ですよね。1度は日本

に行ってみたいです」と逆に羨ましがられてしまう始末。世界一幸福度が高い国から羨ましがられる国、日本。しかし一方

では日本の幸福度ランキングは 158カ国中 46位(アメリカ 15位、中国 84位)。平和で豊かで自由にやりたいことができる国

なのだから、もっと幸福度が高くてもいいのではないか？ この国で幸せになれないなら、一体どんな社会にすれば幸せを感

じられるのか。それはできないのではないか…。みなさんへの「どうしたら幸せになりますか？」という質問への回答はき

っと、「収入を増やすこと」というのが一般的だと思います。しかしそのようにしてきた結果、多くの人々が幸せを実感でき

ないでいる現状。こう考えると日本人は「幸せに生きる」その生き方そのものを疑ってみる必要があるのかもしれません。

ブータンでは国民の幸福度の高さは「人との密な繋がり」や「どんな立場に置かれても、自分の人生を全うする」という仏

教の教えに依存するものが大きいのだとすれば、日本は「日本人として幸せに生きる」その生き方を考えていくべきではな

いか。こうして話は、幸せを感じる力は経済的豊かさ等の外部要因ではなく、内面の強さにあること。そして歴史をひも解
きながら、内面の強さを育むためには、横だけではなく縦に繋がる意識と人の柱をつくる教育に大きな役割がある、という
方向に進んでいきます。 
まず内面の強さを育む為に大切なのは、ストレス耐性の力をつけること。現代人はあまりにもストレスを抱え過ぎと言われ

ているが、ゼロになってしまったら強くなれない。例えば、①宇宙飛行士は 7Gもの重力訓練をして「無重力, ストレス zero」

の宇宙へ。すると 3カ月後には自力で立てないほど筋力衰退。ストレスがゼロでは弱くなる。②昔の人はよく「今の子は大

丈夫かしら」と言う。蛇口をひねればお湯が出てくる時代に育つ我々に比べ、井戸まで生活用水を汲みに行っていた時代に

育った人はストレス耐性が強い③江戸時代には奢侈禁止令 (制限, ストレス)があったため、四十八茶百ねずみと呼ばれる多

彩な色彩が誕生し、日本人の繊細な色彩感覚を育てた。こう考えるとストレスはないのが良いのではなく、扱い方の問題で

あり、少しずつ上げていくことで強さを磨く事ができる。 

次に大切なのは、横だけではなく縦に繋がる意識を持つということだと喜多川さんは言います。しかし現状は…2011年の 



調査では 29.8%もの日本の中学生が「孤独を感じている」という結果。2位のカナダの 7.6%に大差をつけて断突 1位。哲学

によれば幸せの下地は、①人との交わり ②今、ここ ③自分が親切だと感じていること。この 3つが満たされていないと幸

せを感じられない。「①人との交わり」がなく誰とも繋がっていないなら、誰も自分の目の前にいないのだから「③自分が

親切である」とは感じられない。そうなると、「どうでもいいや」と思って「②今、この目の前にあること」に集中できな

くなる、という流れです。ある調査では小学 5年生の 8割が Lineで繋がっているとのこと。しかし繋がりがあったとして

も、「仲間から外されるのが怖いから、すぐに返信しないといけない」という現象が起こっている。「人との交わり」がない

と幸せを感じられない。だからと言ってスマホに依存し、孤独への恐怖を動機とした横の繋がりでよいのでしょうか。 

最近ではラグビー日本代表が活躍しました。ルールはあまりわからないけれど、それでも「日本代表チームっていいな」と

思った人も多いと思います。インタビューを見ると、初めて選ばれた人は次回も選んでもらえるように自分のアピールをし

ていますが、ずーっと選ばれ続けている人は発言に広い公共性を持っています。日の丸(という一種のストレス)を背負うこ
とによって、自分が日本の代表であるという重みがでてくるようです。 

僕が小学生の時、両親は美容師、友だちの家は魚屋さん、肉屋さんに花屋さんと約 1/3が商売をしていました。そういう家

では電話に出るときの言葉遣いが「はい、○○でございます」というように丁寧な対応になります。みなさんも会社にかか

ってきた電話には、ぶっきらぼうな受け応えはしないと思います。このことは「電話に出た人がその会社そのものだ」と相

手に受け取られると知っているからです。「私はその代表者だ。会社と繋がっているから、家族と繋がっているから、恥ず

かしいことはできない」。こう思う時に、そういう態度がとれるんだと思います。 

歴史を遡ってみると江戸時代には、「横」との繋がりはなく全ては「縦」の繋がりだったのではないかと思います。「友」と

いう対等な人間関係はなく、同じ武士であっても細かな階級に分かれ俸禄も違う。一人ひとりが胸に家紋を付け、一人ひと

りが一家の代表者であった。ちなみに日本で歴史的に「友」という概念が誕生するのは、1863年高杉晋作の奇兵隊(藩士と

藩士以外の武士・庶民からなる混成部隊を組織)が初めてではないでしょうか。また 1852年に吉田松陰は友人、宮部鼎蔵(み

やべていぞう)との東北旅行の約束を守るために脱藩しましたが、藩や家よりも友情を優先することは当時の常識とはかけ

離れた行動だったはずです。その後 1854年ペリーが日米和親条約締結のために来た際に黒船に乗船し密航しようとしたが 
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僕がこの仕事を始めて一番強く

思ったことは、多くの外国人が、

自分の国に誇りを持ち、「自分は

○○人である」という意識を持

っていることでした。中でもそ

の意識が高い人は、単純に格好

よく見え、しかも相手を理解し

ようとする意識が高いのです。

この時に僕は「国際人であろう

とする前に、良き日本人である

べきなんだ」と感じました。「日

本人としての柱」がなければ、
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し草の如く右往左往してしまい

ます。A,B,Cという人がいて、A

さんは「Bさんの意見も解るし、

Cさんの意見も解る」と言った
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断られた為、下田奉行所に出頭しその前で次の句を詠んでいます。「世の人は 良し悪しごとも いわばいえ 賤(しず)が誠(ま

こと)は神ぞ知るらん」。「たった１人でも、正しいと思うことをやっていれば、時空を超えて御先祖さまが見てくれている」。

吉田松陰はこのように思えたから、孤独ではあっても、一人ではなかった、過去とも未来とも断絶することはなかったんだ

と想像できます。このように時代を問わず、高い精神性(生きる強さ)を養うためには、縦に繋がる意識が不可欠なのですね。 
それでは戦後に生まれ、教育基本法の基に教育を受けた私達はどんな教育を受けてきたのでしょうか。教育基本法を読むと、

平和を非常に大切にしていています。「第一条（教育の目的） 教育は、人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成

者として、真理と正義を愛し、個人の価値をたっとび、勤労と責任を重んじ、自主的精神に充ちた心身とも健康な国民の育

成を期して行われなければならない。第二条（教育の方針） 教育の目的は、あらゆる機会に、あらゆる場所において実現さ

れなければならない。この目的を達成するためには、学問の自由を尊重し、実際生活に即し、自発的精神を養い、自他の敬

愛と協力によって、文化の創造と発展に貢献するように努めなければならない。」結構いいことが書かれていますよね。これ

に違和感を感じないということは、この教育が上手くいっている可能性が高いということです。しかしそこには、「横に繋が

りましょう」ということだけが書かれていて、「縦に繋がる意識」や「日本(日本の伝統と文化)」については一言も触れられ

ていません。僕らは何故いまの教育になったかを知ることが大切だと思います。(縦に繋がる意識の教育がなくなり、その結
果どうなったのかについては)、小室直樹さんの『憲法とは国家権力への国民からの命令である』に詳しく書かれています
ので是非参考になさってください。 

ノンフィクション、門田隆将著『慟哭の海峡』では、戦死した柳瀬千尋とその兄で『アンパンマン』の作者やなせたかしを

中心に、その生と死、そして戦後が綴られています。本書によれば大正生まれの男子の総数 1348万人のうち 200万人以上が

戦死したといいます。実に大正生まれの男の 7人に 1人が戦死。ところで、私たちが生れてきた時にはすでに社会はありま

したよね。今の平和で豊かで自由にやりたいことができる国、日本は、戦争を生き残った人達が、戦後の復興を支えてきた

のです。彼らは武器は捨てたけれど、「自分より優秀な人もいたのに、なぜ自分が生き残ったのだろうか?」という問と自ら

闘いながら、懸命に戦後の復興を支えてきたのです。2011年 3月 11日の東日本大震災では大災害に襲われつつも、日本人

はお互いに助け合う精神を忘れませんでした。「今でも日本の人たちは変わっていない。あの時の強さ、あの時の勇気を持っ

ているんだ。」世界は、そう見たのです。 

僕たちは「今の幸せの下敷き」として彼らを忘れてはならないし、彼らの生き方に、そして歴史に、学ばなければならない

と思います。「生きる柱をつくる」のは教育です。先の吉田松陰の句を学び知っていれば、人生のどこかの場面で孤独にな

った時に「絶対に一人ではないんだ」と感じられることでしょう。このように私たちは、縦の良さを残しながら、横に繋が

る事もやって行くことで、生きる背骨になるものを持つことができるのではないでしょうか。実は先ほど挙げた教育基本法

は改正前の古いものです。平成 18年 12月 22日の教育基本法改正で、初めて「日本」が入りました。第二条 第五項(教育

の目標）「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和

と発展に寄与する態度を養うこと。」このような教育を受けていない人が教えた場合、1854年日米和親条約、1858年日米修

好通商条約、と単に知識を伝えるだけになりかねません。私たちがその教育を受けていないのなら、自分で勉強するしかあ

りません♪ 今日の話をきっかけとして、一人でも多くの方が先に生きた人達にもっと学び、自分で自分を教育し（「縦の意
識」、執行氏風に言えば、「垂直」の人生観を）強くしていかれることを期待しています。まとめ：小林義和 

〜今月の English Tips 単語編〜 

国際人と言う言葉自体、英語ではなんと言うのでしょう？辞書を引いて見るとまず出て来るのがCosmopolitan。一昔前にコスモポリタン（英語ではコズモポ

リタン）と言う言葉が流行りました。最近ではGlobalと言う言葉を良く耳にします。語学を学ぶにおいて、ご自分が国際人になりたい、とか、子供には国

際人になって欲しい。と思った事はありませんか？本当の意味での国際人になりたい、と思った時にCosmopolitanと言う言葉で片付けてしまうより

International-minded(internationally-minded)又はglobal-mindedのほうが全世界に心を開いているようなイメージなので私は好きです。それと同時に思

うのはアイデンティティーと言う言葉です。身分証明書のIDは英語ではIdentification又はIdentity Cardです。英語圏の方がIdentityと言う言葉を、

独自性、固有性として良く使ったりしているのを耳にします。人によっては何処で生まれ育っていても血が日本人であったら、自分のIdentityはJapanese

だ。と言ったりする人もいますが、私はそれほど民族的な事を気にしていません。自分のIdentityを持つと言う事もとても重要とは思います、でも、外の

世界に目を向け、国際人になる事もこれからは必要なのだと思います。今月号の冒頭にもあったように、言葉だけを学ぶのではなく、多文化を尊重し(show my 

respect)、 受け入れ(accept)し、物事を色んな角度から見る事、look at things from different angles (different point of view) それも大切だと思い

ます。違う角度から見ると、物事が違って見えて来ます。そして、自分の知識が広がり、それが結局は自分のIdentityにつながるのではないかと私は考え

ます。今年も最後になって、皆さん一年を振り返る時期かと思いますが、失敗した事があったとしても、違う角度から見ればそれは良い経験です。We all learn 

from experience.と言う事を忘れないでください。                                                                                        Rie 

 


